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 １－１ 『万葉集』『古事記』における引用 
 １－２ 『竹取物語』における引用 
 １－３ 『土左日記』における引用 
 １－４ 『平家物語』における引用 
 １－５ 「とて」の消滅 
 １－６ 「どうけ百人一首」における引用 
 １－７ 引用形式としての「吹き出し」－草双紙における表現を中心にして 
 １－８ 庵点から引用符へ 
 １－９ 近代小説における引用 
第二章 素材としての引用 
 ２－１ 「いろは短歌」をめぐって 
 ２－２ 悪意の言語遊戯 
 ２－３ 「どうけ百人一首」という作品群 
 ２－４ 黄表紙による不幸の表現－現実をどのように描くのか－ 
第三章 日本語教育と引用表現 
 ３－１ 伝聞の「そうだ」 
 ３－２ 「～とばかりに」「～といわんばかりに」 

































がある。   
 
（２）論文の評価 
 「引用」を単に、発話・思考の内容を文に埋め込むという形式だけにとどめず、絵の中に
吹き出しとして取り込む形式にも言及するとともに、ある作品を他の作品に素材として引用
する場合や、比喩表現も一種の引用として認められるという観点など、資料に基づいて広く
引用という表現形式を考察した点は独創性に富む。また、狭義での、発話や思考の内容を文
に取り込む形式という引用について、「と（とて）」を伴う、もしくは伴わない用法や、引用
に先立つ、もしくは引用に続く動詞の表現形式などについて、上代から現代に至るまでの主
要な資料に基づいて、その歴史的変遷を明らかにし、「とて」の消長と、その「とて」に繋が
る「と」の近代的用法を分析しえた意義は大きい。「とて」は平安時代から現れるが、井原西
鶴の作品ごろから衰退に向かうこと、庵点が発話内容を表すようになるのは黄表紙からで、
その形態も屋根の形から、直線的な鈎括弧に近い形になるのは『浮世風呂』あたりからであ
ること、吹き出しが現代の漫画のように発話内容となるのは明治初期からであることなどの
指摘も意義深い。また、いろは歌を冠とする短歌「いろは短歌」と題する諸本を広く収集し、
子女の教育のためのもの、夫婦げんかを扱うもの、その他というように分類し、この作品群
の受容の変遷を適確に捉えるなど、素材としての引用が江戸の戯作のあり方と深く関わるこ
とを明らかにしたことも価値が高いものと認められる。歴史的変遷の記述の荒さ、考察対象
とした文芸作品の偏りなど今後に課題も残るものの、引用を広い観点から捉え、文章への取
り込み方のさまざまなあり方について、総合的に考察した研究として高く評価される。 
